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す
る
不
逓
の
感
情
三
く
漏
る
ご
一
く
楓
徹
沢
壽
に
：
：
：
姪
喜
一
仏
才
子
ど
も
の
横
行
す
る
現
代
ｌ
へ
の
憤
逼
ｚ
呪
い

と
に
雲
り
、
遂
に
、
現
実
蚤
離
打
一
パ
吉
鏡
の
世
弄
に
、
縄
①
不
満
に
認
ち
た
紺
は
逃
杁
Ｔ
ゆ
く
の
下
あ
る
。

茄
孟
邦
の
生
涯
を
眺
望
ｌ
み
了
-
極
齢
了
深
く
人
の
脳
秀
一
展
Ｚ
ろ
も
の
口
-
彼
の
深
い
人
間
愛
下
あ
る
．
墓
だ

素
朴
に
・
朴
訊
に
、
彼
、
寂
と
交
わ
る
幾
人
ひ
の
人
々
垂
蓑
す
る
。
〒
の
教
は
、
決
し
て
多
く
口
ず
く
、
む
し
ｚ

限
ら
桐
た
少
瀕
の
人
達
に
過
ぎ
な
ひ
司
尺
が
、
仮
口
、
そ
⑦
視
鋳
に
映
石
少
訣
⑦
人
々
に
対
し
丁
・
妻
に
不
器
用

〆
．
」
か
し
、
ま
こ
と
に
深
く
、
莞
の
震
渭
王
ぞ
私
い
一
く
い
ろ
。
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お
《
-
》
雷
愈
至
中
化
に
集
っ
た
一
群
の
詩
人
達
同
-
〒
の
環
境
も
書
写
／
＼
で
あ
っ
た
が
．
仮
等
何
互
に
、
ひ
な

川
緊
密
可
交
遊
関
係
に
よ
っ
て
緒
ば
打
Ｔ
い
尺
．
・
・
希
：
。
：
同
じ
く
こ
の
付
ロ
ン
の
仲
間
で
あ
う
た
答
の
二
人
の
請

人
．
孟
郊
と
李
篝
と
の
悶
仮
ロ
◆
交
遊
の
あ
と
董
見
ろ
こ
と
び
で
ま
な
い
、
、
不
思
議
下
偏
る
・
．
：
．
…
．
そ
⑦
理
由

と
Ｌ
了
は
．
一
応
、
二
つ
の
二
と
び
考
え
ら
打
ろ
．
￥
の
一
つ
ロ
年
今
の
梱
要
で
高
い
〃
、
他
の
｜
つ
ば
・
惟
裕
の

相
異
と
い
う
こ
と
で
あ
者
。

瓢
至
訊
四
十
一
才
の
時
に
李
碧
何
牛
一
圭
打
、
孟
祁
が
頚
し
了
三
葺
後
版
、
琴
雪
し
世
弄
一
去
っ
て
い
ろ
←
←
。
：
：
・
雷

霊
は
李
舅
よ
川
茸
長
な
る
こ
と
・
橇
か
一
三
ィ
に
過
ぎ
な
い
。
：
…
…
言
富
の
震
芝
鶴
く
と
…
…
孟
祁
に
寄
せ
辰
詩
を

二
薑
教
え
る
こ
と
が
下
妻
ろ
し
・
藷
に
・
舌
郊
の
死
ん
だ
晴
・
…
。
：
．
醸
舌
例
生
涯
乏
開
ぢ
た
老
Ｖ
た
る
詩
壇
の
先
輩

脈
対
し
了
、
深
い
同
情
左
寄
せ
了
い
ろ
。
：
：
：
・
ご
ｎ
よ
っ
に
-
茸
令
の
差
と
い
う
こ
と
が
、
何
等
⑦
蔭
ま
と
も
な

川
得
な
い
こ
と
が
知
ら
椚
弓
以
上
、
焦
点
ほ
当
然
：
…
二
人
の
詩
人
の
性
格
鯛
な
面
に
向
け
か
え
今
椚
い
ば
な
ら

７い。・

西
彼
（
孟
祁
）
の
作
品
に
-
極
雲
-
、
践
攪
に
感
じ
ら
制
一
る
も
の
ロ
、
現
世
的
な
富
貴
へ
の
希
求
と
．
社
会
に
対

Ｉ

￥

季

篝
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辰
孤
高
切
花
可
肩
フ
た

羽
仮
（
李
弩
）
が
王
族
の
議
了
あ
．
っ
尺
と
い
う
二
と
…
…
．
肺
左
病
心
宿
命
の
病
詩
人
で
あ
う
た
と
い
う
こ
と
、

こ
の
こ
と
が
、
仮
⑦
人
主
芝
蓮
劇
的
に
債
庚
し
、
寂
の
仔
品
に
．
樋
防
了
鮮
や
か
な
影
を
落
し
て
い
ろ
。
…
：
：
そ

の
軽
薄
な
壼
動
口
、
騎
人
の
壹
葵
を
舅
う
程
で
あ
っ
た
ら
Ｌ
い
・
：
…
…
才
至
信
ん
辰
涼
岸
不
遜
の
少
年
の
翠
口
-

躍
如
迄
Ｌ
了
そ
二
（
幽
閉
藪
吹
の
記
李
）
｜
卜
苗
例
ら
ｎ
丁
い
ろ
。

四
李
篝
の
詩
焦
差
鐇
く
人
ぼ
微
に
鱸
蜑
詩
び
極
耐
て
少
な
い
こ
と
に
、
先
ブ
気
び
つ
く
で
あ
弓
う
。
〆
…
…
：
李

舅
は
、
あ
ず
Ｕ
仮
奔
放
仮
・
そ
切
論
を
蕊
『
《
庇
か
今
．
と
い
う
二
と
か
そ
い
葬
一
で
あ
り
-
重
一
に
、
”
…
：
他
人

の
雨
、
く
な
ど
Ｆ
殆
ど
捉
杓
拘
る
こ
と
な
く
幸
三
淀
芋
舅
の
莚
凄
ぴ
、
考
え
今
例
弓
。

卵
孟
郊
の
古
巽
へ
の
意
売
口
：
．
：
現
代
価
軽
薄
蓬
逃
椚
て
の
、
孤
高
な
念
愚
が
毛
民
ら
Ｌ
八
結
票
で
あ
う
尺
・

：
…
：
：
李
弩
の
予
杁
は
…
：
…
新
奇
可
詩
情
と
表
現
蓬
求
め
て
の
へ
古
実
へ
の
志
向
で
あ
っ
尺
。
・

訓
蕊
愈
と
孟
邦
と
の
交
ｎ
ｎ
ｎ
：
：
…
傷
「
／
い
派
孤
高
可
孟
邦
の
に
と
．
〒
柄
を
包
ん
だ
莞
愈
の
幅
の
広
い
人
格

と
の
、
温
い
副
合
で
あ
う
尺
，
一
万
李
筥
と
轄
愈
と
の
交
わ
り
ロ
…
…
李
買
の
才
気
と
-
韓
愈
の
才
気
と
の
交

Ｌ
、
Ｕ
Ｄ
〃
ｒ
ｂ
Ｄ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
一
ｈ
０
Ｐ
７
ｐ
二
・
戸
』
Ｐ
ｂ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
Ｐ
一
戸
Ｔ
ワ
Ｅ
Ｊ
Ｐ
Ｐ
唖
，
レ
ー
ザ
宇
屈
■
■
″
Ｐ
ｎ
国
ロ
グ
画
一
ｂ
一
回
■
■
１
。
、

班
人
間
完
成
の
道
を
歩
宍
続
け
た
孟
郊
と
、
綱
燗
涙
ろ
詞
華
差
の
丙
求
め
了
形
い
派
李
雪
と
い
う
全
く
巽
雷
の

一
二
″
の
姿
勢
は
．
…
・
；
．
：
一
方
ｎ
．
言
ね
ば
人
生
派
的
な
傾
向
で
あ
り
、
陀
口
、
耽
美
賑
的
な
傾
向
で
石
ろ
ヒ
ニ
ズ

わ
〃
て
両
っ
淀
と
言
え
弓
の
下
付
両
ろ
季
い
か

０

一、■●》
一、》 矢・フ”岑
参
歪
評
す
る
場
合
の
奇
と
．
李
窒
の
ぞ
洞
と
、
、
全
く
子
の
雲
を
異
に
し
て
い
ろ
と
言
わ
れ
一
何
軟
ら
働
心

｡

⑦
瓢
鞠
恢
学
亘
應
尻

（以上、李雲ｚ孟郊）

、
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ヨ
■
可
１
１
■
Ｈ
ｄ
Ｏ

蒟孚舅の世界ロ一一率く一会が》〆，詞犀-菫の蛍罵至録〃・幸寶が箒の垂一Ｖ一扉歪寵くの回少年のみ

づ
為
っ
Ｌ
い
請
侭
に
鋪
」
ｌ
だ
け
一
帳
、
廐
な
い
轟
か
》
し
ひ
し
、
等
の
義
鍔
窒
討
⑦
宗
芝
開
く
た
め
に
何
ど
う
」

０

、

て
も
-
人
々
は
知
識
の
木
槌
三
子
一
卜
筐
ね
ぼ
一
打
鐸
今
胸
。
ご
識
も
ま
た
杏
易
な
こ
と
一
ｒ
は
な
い
。
崎
は
流
桐
丁
働
く

⑤

』

弘
二
の
論
（
董
売
吉
、
北
江
請
誌
）
は
．
字
弩
の
手
に
よ
「
／
・
て
韻
拓
き
打
淀
世
界
．
つ
ま
り
穴
未
の
常
識
的
識

現
と
、
全
く
感
賞
の
次
元
王
異
に
し
尺
郭
奇
写
ろ
表
現
、
つ
ま
Ⅷ
「
苛
仮
-
し
一
ｔ
理
に
入
ら
ざ
る
」
航
の
表
現
の
世

界と、岑一毒庶工っ丁もた・勺一、、た璽界、つま剛馬壼ぼ唇願一１日十冨雪鱗、一鋤ろが樋か洞た睾籾菰

地理的な距離を内包Ｌ了いろたゆに生ずる款奇な臺一毒、シ嘉鱈裳一堂霊・●そい）ろものてあ君う。

原
癒
弓
庶
建
蒙
な
心
び
、

も
た
ら
し
た
の
で
あ
つ
灰

え
ろ
②
巧
而
ろ
。

．
：
…
：
李
筥
の
陽
亀
Ｌ
、
、
内
面
へ
と
し
辰
す
ら
に
迫
っ
て
い
つ
産
柄
餉
な
追
求
が
-
遂
に
・
塞
元
査
察
に
Ｌ
た
雪
』

な
ろ
表
現
手
法
の
発
見
と
可
っ
辰
の
で
高
「
辰
が
．
岑
参
の
蝿
合
画
：
．
…
罰
奇
な
ろ
も
の
左
求
め
て
や
ま
慨
寝
際

に
悶
弓
炭
建
蒙
な
心
び
、
そ
の
足
査
も
う
て
建
つ
垂
塗
大
軍
ろ
世
寒
例
瞳
写
が
、
手
の
ま
ま
「
奇
」
ケ
ろ
黒
雲
壷

弱芋鬘の誤憾．宍、わだつ→～鈍角飼な奏壹識一卜支え・勺向灰もの了澆川・中国の詩が一殿仁梼っ常

識性董恒否Ｌに繭に戒Ｕ立つ霧鍔な〉矛〕望ぐあう．了．その一魚に人グぼ古来帛仮冠は令棡ろ屯⑦を

持
ち
続
け
了
察
灰
し
、
〉
て
机
の
解
明
痕
人
々
は
常
に
津
〃
一
等
、
、
今
緬
了
今
Ｂ
Ｆ
賓
生
に
の
で
あ
る
蚕
多
く
の

研
汽
者
ほ
（
愛
好
舌
、
）
教
篇
の
論
文
一
と
藷
し
て
〉
で
の
祭
壇
璽
刷
を
ひ
と
ず
づ
一
呈
云
至
一
と
が
し
ば
し
ば
下
あ

「
淀
よ
う
に
詞
ｂ
綱
乙
・
ぞ
し
了
〉
了
打
一
勺
口
〉
て
温
丘
剛
痕
予
遍
て
椥
李
雲
詞
切
本
首
を
指
病
し
丁
い
た
三
二

１
９
Ｏ
ｆ
９
ｆ
ｂ
ｌ
ｒ
ｐ
ｌ
・
■

ａの

Ｉ
（以上・岑黍の辺塞詩）

一
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急″楓た．

、

、

、

当
「
了
い
ろ
だ
言
う
，
￥
、
っ
Ｌ
一
く
荒
井
が
八
は
が
ね
い
よ
う
に
彊
靱
な
生
命
力
と
も
い
う
く
ま
も
の
Ｖ
と
い
ブ

た
も
の
芝
、
論
理
差
も
は
や
論
浬
乏
は
見
分
け
難
い
ま
で
に
感
性
化
す
石
詩
的
雲
形
刀
の
謡
濤
．
と
い
い
が
え
る

ご
と
び
で
岑
喜
か
も
し
楓
ぬ
。
一
房
突
耐
力
に
か
か
る
と
八
積
睡
朗
Ｖ
八
鱈
索
的
Ｖ
な
も
の
か
た
ち
ま
ち
千
の
反

対のものに転化する。上尾論文は．〉一くの機微を、が愈瑁大蕨資料王分析して、〉了のことを指摘

Ｌ
了
い
ろ
の
だ
が
．
各
処
の
結
論
的
な
部
分
で
麥
形
刀
⑦
張
蕾
と
要
形
対
象
の
そ
拭
と
乏
混
同
Ｌ
た
ょ
つ
窒
示

嫌
が
あ
り
、
莞
制
が
宇
雪
詩
へ
の
評
価
の
潰
掻
仇
一
ト
フ
な
〃
ろ
い
で
あ
ろ
う
。

結
論
的
な
部
分
だ
け
切
り
は
な
Ｌ
了
な
ら
べ
ろ
と
-
荒
井
・
ト
ー
髻
画
説
ｎ
千
里
を
へ
だ
て
る
よ
う
に
見
え
る
か

も
Ｌ
制
め
が
、
そ
こ
に
い
た
る
プ
ロ
セ
ス
は
相
近
く
・
数
々
の
莞
見
が
あ
り
、
八
予
拭
ぞ
抓
李
覺
詩
の
本
雪
衰
指

Ｑ

っ
涙
自
分
が
、
も
は
や
苣
日
の
少
茸
で
”
な
い
こ
と
を
蟇
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

９

。

Ｑ

、

沙
御
の
詩
の
本
色
で
あ
る
三
礦
佳
」
・
は
が
わ
の
よ
う
仮
彊
靭
な
生
命
力
と
し
吟
っ
ぺ
宍
、
も
の
、
が
貝
忘
椚

つも
し
抓
め
が
、
そ
こ
に
り
乏

楠
Ｌ
Ｔ
い
淀
Ｖ
と
い
え
ろ
。

前
の
三
論
文
に
対
Ｌ
了
荒
井
達
の
言
評
が
あ
る
△

詩
人
李
雷
の
、
消
極
性
の
み
が
謡
調
ま
椚
涙
．
つ
プ
例
て
Ｖ
え
、
は
、
沢
の
二
点
仮
な
言
う
．

画

＝
疸

禽

（以
上
、
崇
田
窪
雄
氏
の
李
雪
論
文
）

､ 1

争 - -

- 屯

9 戸 Ｃ

Ｐ - 一

己 一 凸

も 色 グ ｡ ｡
『

p
一 ｡
｡

O：.。｡，，寺や０．
，凸９０

.六一.ら
｡ 8 , - -
Ｐ 中

日 『 生 ●

‘ 夷 ｡ 一 ・

八・拾K淫・
』､翫寺

蕊一Ｐも手、

琴､?ｑ
寺.ムノ･ｩ．』≦

〃 - ．
，

. デ ー
■

、や
ぞア

ー

Ｉ４-Ｓ７ ９３７
一



竜

一
九
五
一
ハ
年
上
月
「
群
馬
大
学
紀
要
人
文
科
学
篇
』
第
賓
寒
箏
八
三
つ
仮
扣
田
利
堯
一
李
雲
の
《
完
詩
笙
予
の
形
廟
」

が
掲
載
宝
-
打
た
・
八
李
弩
の
詩
び
世
に
鬼
詩
と
称
せ
全
診
る
航
以
垂
、
壽
村
と
表
現
の
一
四
囲
か
ら
検
討
」
沢
い
下
・

・
詫
…
或
は
寄
託
髻
三
わ
洞
、
或
口
魂
読
と
評
ご
今
制
ろ
仮
の
持
巽
な
作
風
び
’
一
劃
ｎ
な
る
条
件
の
下
一
卜
冗
成
宝
、
ｈ

たす差考察Ｌ穴ものＴあるＶ（唾Ｌが一、）。川下妻一男歪禰手書ニャ、一寸幕？“》莞‘・望．鈍・・・霊，唖淋〉峠．、ゞ

Ｉ
字
勇
の
毫
詩
歪
云
々
す
る
に
元
疋
っ
丁
、
ま
ず
、
完
読
と
ｒ
・
つ
語
い
毒
蒙
内
答
乏
明
確
仮
す
る
雌
零
が
あ
る

っ

。

８

２
南
宋
嚴
雨
の
語
と
Ｌ
了
；
：
…
太
白
仙
才
・
長
吉
鬼
才
、
然
仙
請
鬼
請
皆
不
堪
多
見
§
多
見
則
仙
亦
使
人
不
粥

歌
、
完
亦
便
人
不
震
．
：
…
：
文
勢
か
ら
察
す
る
と
、
．
「
実
詩
」
ど
い
つ
語
口
上
の
「
畏
壹
鬼
才
」
乏
承
け
て
、

「完才之詩」というくま、と一三差：：：：「兎詩」の二字に約切圧ものと見て浜いと忠、っ。同檬に未開

旬
の
「
完
」
も
弄
ば
「
完
雷
」
の
望
一
壽
謬
⑦
で
柄
リ
．
更
に
還
元
す
何
ぼ
「
鬼
才
迄
詩
」
な
の
Ｔ
あ
者
・
ず
…
・
…
従
凶

っ
了
一
三
一
の
…
：
「
完
」
付
、
「
読
」
一
と
直
祷
修
飾
一
寸
ろ
も
の
下
は
京
く
て
、
本
宋
「
才
」
仁
か
Ｌ
石
く
ま
性
鐸

切
も
の
と
考
え
な
げ
楓
何
な
ら
手
・
鐡
世
願
う
と
ご
弓
の
毫
詩
と
は
異
な
っ
た
用
法
を
Ｌ
了
い
ろ
こ
ｚ
に
な
る
．

…：．…莞の待色、、読音一卜篤雲の憤壷奪一、、Ｌむろ点一卜あ石二と、という程実に過ぎない。

３
具
体
的
に
別
差
挙
げ
て
、
二
打
が
完
言
ぐ
一
の
ろ
と
説
明
Ｌ
た
も
の
け
．
管
見
に
入
っ
た
と
二
弓
で
口
渭
の
濫

侭
騨
の
「
震
一
驚
詩
話
」
だ
け
で
あ
ぢ
．
仮
口
孝
琶
の
濤
中
か
ら
次
の
諸
句
至
引
い
て
、
「
固
宛
詩
美
」
と
評
Ｌ

了
い
ろ
．
山
挿
櫃
測
罰
人
｛
感
調
瘻
員
萱
瑳
迄
儒
卿
幽
誇
鍔
霊
瞳
饅
浄
獄
認
箔
這
誹
且
崖
廷
、
卿
石
澆
狐
繍
謹
瑳
腱
諾
勝
墜
喜
鶯

和
田

１

１

１

利

男

罎驫篭雲蕊

ザ
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１
参

皇

彊

塁

何
調
銅
雀
戚
）
帥
薩
梱
風
自
葦
（
追
扣
同
謝
銅
や
〃
二
毎
油
“
“
に
＃
畠
１
回
〃

毎
単

極
）
側
私
眉
宍
壱
範
家
詩
（
杁
来
）
仙
嶺
領
完
昌
杁
祁
宍
（
舂
坊
正
字
制
子
よ
一
筆
豆
銅
一
小
一
威
鐙
回
託
（
士
．
歌
）

仰
画
一
到
以
上
の
例
句
ｒ
卿
フ
→
-
二
札
売
詩
の
性
格
壬
帰
納
Ｌ
て
み
る
と

一
人
の
死
ま
涙
口
死
者
⑦
霊
魂
至
麦
材
と
Ｌ
ｒ
も
の

二
俗
油
上
の
栂
歪
素
材
と
Ｌ
た
も
の
。

と
考
え
る
一
三
が
で
宍
、
ろ
。
い
す
洞
も
暗
く
無
気
味
な
、
い
わ
ゆ
る
完
気
交
感
ぜ
し
む
ろ
し
の
で
あ
る
。
た
針
し
、

雷提騨の創一示したし②は瀕句であって、全詩で辱いところ蚕貝ろと、脳ずしも〉「打ぴ一篭の主潮

で
あ
る
脳
妻
は
な
く
．
そ
の
よ
う
な
句
を
含
む
も
の
で
あ
桐
ば
、
ご
門
乏
完
詩
と
称
し
涙
も
の
だ
と
い
、
つ
こ
と
か

零
号
ら
楓
ろ
．
…
…
然
し
：
…
：
「
養
一
雪
論
詰
」
も
：
…
。
：
体
系
的
．
組
織
的
で
な
い
憾
舜
ぴ
あ
ろ
．

４
キ
ー
〒
試
み
に
李
農
の
票
中
か
ら
．
完
字
至
用
Ｖ
辰
句
至
抄
出
Ｌ
了
、
予
打
が
ど
の
よ
う
な
憲
未
左
梧
っ
も

の
で
あ
る
か
、
調
べ
て
詮
よ
う
。
叩
嗽
嗽
鬼
母
秋
郊
実
（
言
坊
正
字
剣
子
歌
）
②
願
摸
溪
戟
橘
薑
完
（
緑
軍
掴
壼

側
杖
墳
完
唱
純
家
謂
（
秋
末
）
ゆ
完
燈
加
漆
黙
松
両
（
南
山
田
中
行
）
例
千
歳
石
林
啼
完
工
（
藷
浮
山
人
騨
葛
邑

紛
完
雨
鰻
窒
草
（
感
調
五
言
具
一
三
⑦
渥
神
山
宝
永
座
中
（
神
絃
）
佃
呼
星
召
完
歓
杯
盤
（
神
拡
）
側
耕
人
半

糯征人完（白虎行）⑩尭実罎伺益（嬉害姫飲酒歌）石の司中に用いら楓了いろ鼎０岸逢・》〉ての

字
義
に
よ
っ
で
分
類
し
て
入
る
と
、
大
体
次
の
よ
つ
ト
な
ろ
。

Ｌ
勺
。
△
Ｉ
埜
斗
一

一
、
死
者
、
壬
尺
は
そ
の
霊
魂
い
・
例
、
例
、
ゞ
側

二
』
．
死
琶
に
開
運
し
了
紀
ろ
現
象
帥
・
仰

三
、
俗
信
上
の
神
Ⅲ
、
い
、
伽

-ｺ１１，

｛

Ｉ

○）匡ノハ．半 ９３９



Ｏ

一

。

芦⑦一、二ｎ．婚一側鐸の〉雪一〃け←パ例郁鰍素材と一致するが．一一一、四は〉て⑦中に貝ら打可かつた…

とも易打、以上岡一・種の滝側、いず河・等し苦逼の感覚でば知覚することの一ぐ寺、ないしので、特殊の主

観的状態の下でのみ-〉一心の存羅副洲認め今桝ｚ一一しのである。従ってこの蓮の現象芝逼趣する言ｎ・

列は恐怖，一斐一楽の急侭羨、風淘或は神擬観壷覚えろのび語で焉蚕や吾一ｔア孚昌乃寄筐ご冒坐一寸／｜‘ごｙ。

盲
⑦
う
ち
・
茅
二
口
第
一
に
穴
畠
す
る
も
の
と
見
今
打
ろ
し
、
第
四
、
い
、
何
石
完
詩
と
ロ
関
憾
が
な
い
よ
ウ

に
兎
ｈ
机
ろ
の
で
。
結
局
李
箒
の
用
Ｕ
八
完
字
の
表
御
す
も
の
ｎ
・
孝
一
と
索
一
二
の
二
種
類
と
い
う
こ
と
仮
な
三

５
李
舅
の
宗
中
に
、
、
庵
と
近
縁
関
儲
に
あ
石
魂
、
蝿
、
趣
、
港
等
の
字
が
．
：
…
：
し
ば
し
・
ほ
現
制
ろ
。
一
雨
冷
吉

魂弔書害（秋来）、罵魂夢中語-（瘍侭行）、浅言建魂招不得（賀酒行）．宗玉票歸魂（自昌谷到洛俊門）

蜑
魂
尋
夢
風
馬
然
（
巫
山
高
）
、
能
噛
含
人
魂
（
べ
竺
票
出
門
）
・
且
待
載
漣
魂
（
緤
水
詞
）
、
左
魂
冒
喫
啼
肌
凄
（
長
平

箭頭歌）・坐一漫誇零吟禮魂（南園）．嫡魂炭回風（感認六首、其一一）一・樵薑惟鎖魂（感調六首、其一ハ）・

寡萬素人現〈毒害姫飲酒歌｝-言魂賓寂寂（濤琶姫飲酒歌）、繩帳薑憩蒄（昌谷詩）、百年老鶏成木魅

（
神
絃
曲
）
・
山
魅
食
時
人
森
寒
（
神
紘
曲
）
牙

６
脚
上
李
琴
雪
舅
の
使
用
，
」
た
完
項
び
魂
、
蝿
、
趣
、
魅
等
の
字
の
意
簔
を
．
要
綱
Ｔ
整
理
Ｌ
丁
み
ろ
と
：
：
・
…

一
、
死
苣
、
ま
た
騏
千
の
霊
魂
１
１
霜
・
魂
・
魂
“

二
俗
信
上
の
神
Ｉ
霜

・
・
・
八

三
、
賦
怪
笑
化
Ｉ
錨
・
瀧

四
・
主
音
鬼
↑
！
〃
銀

の
霊
一
画
魂

四
・
精
巧
な
技
術
の
形
容

(5)

ご
炉

l4-SO ９４０



一 三 二 二 三 二 二 二 二 一一一言 一 了 Ｆ 一

〆

７
口
御
ど
も
、
李
雲
の
詩
の
鬼
気
を
形
成
-
」
て
い
る
も
の
ｎ
．
筆
に
そ
御
ハ
「
銅
素
材
の
み
一
ぐ
何
万
．
と
ぐ
あ
君
う
。

妻
現
卜
｛
に
お
け
る
諾
の
迭
択
、
或
何
輝
講
技
巧
寺
も
亦
完
気
の
影
戚
に
参
与
」
く
匡
含
三
を
見
逃
す
わ
け
に
何

同か可い。…：：灌淀輿の挙げた……瓊濤秣室一天奈義里蒲雨）……二制令の句至嘱寛Ｌ了却酌め得

る
ご
と
ば
-
い
す
泡
卜
も
一
兆
を
鯖
一
示
-
豈
或
付
達
題
さ
せ
る
よ
う
勺
話
の
含
ま
打
了
い
ろ
こ
と
で
あ
る
．

８
毒
臺
一
め
詩
の
現
存
す
る
も
の
-
二
三
色
・
…
…
一
○
薑
←
卜
つ
宍
一
宇
蓋
の
割
合
で
「
死
」
の
字
が
現
椥
、
｜
一

宇
懇
切
割
Ｔ
「
老
」
い
-
ず
ぴ
唄
打
、
一
一
字
弱
の
割
で
「
趣
（
蟇
）
」
が
現
抓
、
一
二
丁
弱
の
割
で
「
便
」
の
字
が
規

制ろ、両了易石。：…：：陰性三又字に対する李舅の好み口、色謡語に肩Ｖ了も同様であっ匡乞菰

（
詩
丼
健
）
氏
の
精
密
な
抗
議
に
本
づ
く
研
究
至
逼
Ｌ
了
知
今
椥
ろ
の
で
あ
弓
。

９
患
う
一
険
か
巡
る
用
菫
輔
と
い
｛
／
迄
②
ロ
、
仔
者
の
精
神
状
漣
や
そ
の
方
向
仁
よ
う
了
流
成
て
、
舸
乙
し
の
で

病
ろ
。
菫
’
舅
が
．
…
…
暗
い
感
じ
か
．
文
字
乏
晨
用
し
た
と
ｒ
・
っ
二
と
何
．
波
の
侭
が
常
匡
式
を
毫
識
Ｌ
・
青
年
に
Ｌ

で
す
で
仁
を
者
の
壽
落
差
栂
い
→
-
い
た
二
と
蚕
示
す
も
の
に
外
な
ら
亨
哩
字
寶
の
詩
の
多
く
ロ
、
そ
の
よ
う
な

暗
漕
た
る
潰
神
を
母
脂
と
Ｌ
Ｔ
生
壬
御
た
も
の
と
見
ら
打
ろ
。
用
字
用
語
の
闇
に
径
雷
す
る
鬼
気
は
、
決
し
て
偶

雛
の
所
壷
で
ロ
な
い
。

旧
一
園
宋
の
薩
瀞
に
李
濤
の
詩
盃
評
Ｌ
汽
双
の
よ
う
嗽
詰
が
あ
る
．
｜
《
手
・

篝
詞
加
百
家
錦
衲
、
五
色
煙
繩
・
光
専
眼
目
、
使
人
不
敢
熟
視
．

ご
ｎ
口
李
雲
の
表
現
の
華
麗
逼
崇
ろ
一
重
を
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
暗
い
文
字
⑦
寮
用
と
い
う
こ
と

！0

リ
レ

Ｉ１
９

１１
リ
１１
１
配

1
11
ｌ
ｈ

ｌｑ

ｌ

|
、

ず一炉。・ロ菅一-昌恥．》廷、ざ・』《ｒ昌酔・上←・

←《・手．可釧到可縄郵掛隷森叡割識列列

』--川１１１，恥叩岫ｌ１ｑｊ１Ⅲ州側いⅢ叫帆肌肥暇刑Ⅲ恥脈-抑肺や？岬０
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1
１

と
、
一
見
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
…
：
：
、
現
実
の
主
沽
が
暗
け
洞
ば
暗
い
ほ
ど
、
美
Ｌ
い
幻
渇
の
世
界
達

自う作〃出し了、〉了い中に不幸な魂蚕遊ばせろということば、弱〃得ろ-芝と尾行打石．幻想の

世
界
何
美
し
く
汀
同
伺
ば
ワ
ら
な
い
．
聿
雲
な
表
現
け
〒
の
泌
雲
か
ら
幸
蚕
楓
て
く
ろ
。
し
か
も
、
深
刻
な
蟇
越

何
お
の
ず
か
ら
流
露
せ
ず
ろ
を
得
可
い
、
予
価
が
明
暗
二
孫
例
文
宇
差
錯
澁
己
．
」
め
ろ
結
宗
と
可
叩
、
謹
烈
可
刺

鈍
刀
今
く
る
不
憂
至
罰
分
と
、
恵
ブ
ま
ろ
ぷ
つ
な
菫
舌
Ｌ
-
、
を
読
琶
に
与
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

Ⅱ〃以上…》…を要鋼すると：……：李篝の索詩何

㈲
素
材
の
上
か
今
尾
ス
』
と
仙
人
の
一
弐
宗
た
唇
八
壱
の
諄
一
魂
、
切
俗
信
上
の
神
寺
が
中
に
下
あ
〃
、
切
軟

怪
斐
化
、
例
生
言
の
霊
・
魂
寺
し
多
少
即
り
汲
杓
打
了
い
ろ
こ
と
。

ｊ仁
表
現
の
上
か
、
勺
罵
る
と
仙
死
・
老
・
だ
等
ｍ
暗
い
文
字
が
多
く
便
用
宥
、
獄
了
い
至
一
と
．
側
予
桝
ぴ
華
麗

な
文
字
と
の
対
照
Ｋ
よ
っ
て
一
鐘
の
壷
気
歪
飛
成
Ｌ
て
い
る
こ
と
。

尼
李
窒
の
鬼
詩
至
形
戻
せ
’
一
必
尺
麗
子
芝
，
二
！
、
考
え
ら
価
ろ
も
の
何

門
内
的
に
け
李
駕
自
鍔
切
妻
議
汗
『
・
笙
裕

目
外
的
に
は
帆
曼
困
と
這
喜
窪
、
…
’
三
〃
毒
境
轌
働
韓
愈
・
重
全
・
塑
起
之
寺
師
友
の
感
化
。
②
神
話
・
伝

説
・
志
怪
・
伝
奇
等
の
謡
》
一
言
鐸
苛
←
謡
い
琴
響
、
㈲
這
教
の
影
響
等
で
あ
る
．

な
お
。
…
…
：
仏
萩
か
ら
も
．
何
今
の
嘉
響
乏
費
ロ
原
か
つ
だ
と
口
言
い
切
桐
な
い
で
弱
言
う
。
…
…
：
燵
奇
万
仏

画
が
妓
差
刺
射
す
ろ
ど
こ
ろ
も
少
く
な
．
か
つ
淀
ば
ず
一
い
あ
る
。
手
産
完
威
の
域
に
達
し
た
盛
壹
の
詩
に
封
し
了
．

姐
何
〆
し
了
斐
肱
壬
主
み
出
す
ぺ
言
か
と
言
化
Ｌ
涯
中
言
詩
人
共
通
の
謡
頴
も
，
字
壹
の
塊
託
な
詩
を
引
壽
出
す

た
め
、
察
因
仮
な
っ
た
と
言
え
な
い
二
と
何
な
い
．

Ⅱ
０
．
．
■
９
１
１
▼
ｔ
Ｉ
９
Ｌ
ｌ
ｐ
ｌ
ｒ
．
’
’
Ｉ
ｏ
Ｉ
１
ｌ

。

〆

Ｂ

Ｅ番陽号腱匙障置嘩隆Ｆ吋勝武俸野髄一鳴告茜電ｒ』陸匿婁曝蒔醤鐸露露淫一惠蒔墜躍醗室霧匪》

け

己

。

０

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

壁

鷺窪驍蕊謹豊慶塁緊毒驚謹

■
ｊ
Ｂ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｏ
ｑ
ｆ
Ｏ
ａ
ｒ
Ｏ
８
Ⅱ
ａ
ｇ
Ｉ
Ｏ
１
り
。
９
１
１
１
６
９
■
１
．
１
４
１
１
９
１
４
９
０
７
-
-
ｊ
０
４
１
-
’
１
１
０
０
．
Ｆ
Ｂ
Ｏ
Ａ
，
山
１
７
１
１
１
４
．
０
、
Ｄ
Ｉ
Ｉ
-
ｌ
Ⅱ# |4-62 9４．２
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一
九
亡
六
年
凹
月
二
十
皿
日
に
語
源
胴
博
士
か
ら
三
月
十
五
日
付
・
日
野
局
皿
月
十
九
日
消
印
の
手
紙
が
と
ど

い
た
．
『
李
駕
研
究
』
茅
十
一
三
「
司
る
世
紀
の
李
雲
㈲
斎
藤
胴
（
そ
の
一
二
」
ワ
ピ
に
閏
す
る
遥
切
な
教
示
で

四
百
字
票
槁
用
繊
十
二
枚
の
戻
文
で
あ
る
。
同
日
、
電
話
工
局
渭
芝
謝
し
、
計
Ｌ
を
得
た
の
で
そ
の
全
責
を
本

字
十
四
号
に
掲
げ
、
￥
の
償
に
灯
た
！
）
い
、
恋
睾
乏
添
付
す
る
こ
と
仮
し
た
．

拝
笘
久
Ｌ
く
卸
黒
音
に
打
蕊
寄
澱
鶴
の
鎖
鰊
雪
・
叙
下
ま
い
。
琶
臘
李
筆
研
究
罪
十
三
号
卸
詣
贈
に
．
あ
す
か

″
旱
壷
御
謹
申
上
ぐ
べ
寺
と
二
ｚ
勢
建
多
塞
に
と
〃
紛
打
遷
延
し
た
こ
と
乏
お
詫
び
申
上
げ
、
頑
め
了
御
篭
由
上

げ
ま
す
。
殊
に
拙
着
差
仔
細
に
糖
読
頂
芋
・
御
批
正
錫
打
つ
庇
ご
と
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
．
苧
環
研
究
に
一
代
仮

御
精
這
の
二
と
敬
服
の
至
〃
で
す
。
極
言
の
誤
記
誤
植
乏
寿
の
妾
ま
に
板
置
Ｌ
た
こ
と
蒄
慢
至
極
汗
碩
と
い
う
ほ

か
あ
り
手
せ
ん
．
拙
看
宮
請
辻
上
巷
⑦
際
、
謡
値
が
あ
ず
〃
崖
し
い
の
で
閉
口
し
涙
の
干
す
が
、
妻
は
票
莞
社
一
で

測
当
崎
校
正
椋
が
二
名
．
Ｌ
び
し
片
手
閥
、
一
人
口
出
版
課
長
、
一
人
何
囑
託
・
他
の
仕
事
も
わ
り
乍
ら
で
・
濤

文
校
正
は
贈
切
了
と
Ｖ
う
沢
弄
、
小
主
も
努
力
け
Ｌ
妾
Ｌ
尺
が
筆
舌
ｎ
頭
で
読
ん
で
Ｌ
ま
う
の
で
？
扉
か
な
か
直

今
可
か
可
た
の
不
才
が
．
私
の
宿
挙
Ｌ
Ｔ
Ｕ
者
グ
ル
ー
プ
の
テ
キ
ス
ト
に
伎
用
Ｌ
て
か
ら
大
分
証
止
六
、
舸
壼
し
厄

李
雲
に
は
〒
の
梼
会
が
な
く
．
再
版
の
時
・
目
乏
遍
Ｌ
た
の
Ｔ
・
-
９
が
．
精
読
か
出
来
汀
か
つ
た
の
で
、
一
ぞ
の
ま
ま

に
な
っ
た
わ
同
で
す
。
ご
桐
何
菖
庭
吉
し
い
遁
辞
に
逼
宍
手
せ
ん
が
、
お
蔭
差
し
う
て
二
楓
か
今
多
少
雪
く
な
ろ

ー

●

一

■

巳

・

ｑ

４

ｄ

Ｊ

４

０

’

巴

０
田
■
０
星
■
ｊ
０
０
■
凸
凸
Ｕ
■
ｑ
■
日
Ⅱ
■
旬

０
７
■
９
６
５
４
日
０
１
-
１
Ｌ
０
０
１
１
Ｉ
日
？
『
Ｐ
ｑ
Ｂ
９
Ⅱ
０
４ ､

１
６１
．．

g１

１ｉｌｌ

１

１

Ｉ

一一
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ど
う
か
。
三
・
払
が
篠
一
二
の
琶
一
亘
襄
竺
痙
と
雪
い
民
の
口
唐
何
十
橦
に
よ
『
た
の
で
俗
本
に
謡
ま
今
椚
た
び
．
尊

兄
が
王
定
係
と
志
洞
匠
根
拠
が
胡
〃
た
い
。

払
口
戦
災
例
碇
切
議
塞
一
迂
箔
ん
と
全
部
一
坑
夫
Ｌ
ま
Ｌ
た
？
辰
だ
匡
心
″
の
も
の
が
悪
〃
ま
し
た
・
全
害
ニ
ー
ョ
全
声
妄

も
そ
の
焼
失
の
南
丁
嗣
川
芸
Ｉ
だ
が
。
〉
一
Ｉ
の
》
至
今
も
ワ
く
全
崔
詩
は
言
い
求
め
ま
Ｌ
た
。
全
雷
ヌ
ロ
ニ
ゴ
手
に
入

ら
ず
、
〉
元
の
ま
芸
に
な
り
、
關
爬
が
溥
打
、
苗
手
完
の
御
痘
椙
に
よ
る
ご
と
く
-
雲
の
父
親
の
事
跡
宝
等
閑
に
付
Ｌ

た
と
い
う
宍
崇
が
肩
Ⅳ
索
し
た
？

鈴
木
先
生
が
歌
詩
焦
差
出
表
、
打
者
と
間
い
た
と
寺
、
、
こ
と
に
よ
「
た
ら
欄
筆
Ｌ
よ
う
か
と
兎
う
淀
の
で
す
。
と
こ

ろ
び
出
版
六
、
打
だ
の
菱
拝
見
Ｌ
了
、
ま
だ
汚
任
琿
一
由
が
汽
表
、
ｎ
丁
い
ろ
と
罵
っ
て
雪
宍
続
け
ま
し
た
．
よ
〃
上
表

室
壹
物
が
出
る
こ
と
口
貢
悟
、
盃
．
期
待
Ｌ
了
い
ま
Ｌ
八
・
柵
著
書
一
詞
選
上
壱
璽
登
本
一
卜
記
Ｌ
た
よ
う
に
、
私
の
少

年時術・森梶一宇久嫁天篭一向先聿易睾皇一后よこく多大切言惹言簿｛一偽》…）』一-へ．〉了打が自分で注萩歪出

す
段
に
奪
石
と
．
誤
謬
び
多
い
二
と
重
発
見
し
、
》
く
打
も
同
じ
古
人
⑦
達
雫
壷
菫
耀
察
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
〃
″

ま
Ｌ
た
．
〉
了
二
で
確
実
可
一
反
証
至
審
一
け
る
こ
と
に
苦
に
Ｉ
）
室
し
た
．
学
得
口
学
簿
〉
今
Ｌ
了
、
訂
正
す
る
こ
と
が
錆

菫
の
寅
廷
ｒ
-
の
〃
緬
究
に
愚
妻
だ
と
壱
え
・
篇
に
茨
暮
も
②
が
妻
Ｆ
私
の
労
作
蓬
訂
一
止
す
喜
一
注
を
豫
期
す
壹
国

菱
示
Ｌ
了
冒
壽
妾
Ｌ
た
。

ひ
と
兎
い
ま
す

池
著
差
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
目
六
詞
マ
ー
い
る
一
三
、
鶏
縮
で
私
憾
決
Ｌ
了
〉
マ
ん
な
考
え
ぼ
あ
〃
ま
ぜ
ん
で
Ｌ
底

０

木
先
主
が
歌
詩
焦
差
出
六
楓
者
と
間
い
た
と
き
、
こ
と
に
よ
「
匠
ら
畷
筆
し
ょ
う
び
ご
弓
う
』
一
、
乃
で
す
．
〆
一
《
』

ワ
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尋

弄

欠
一
、
壷
国
見
芝
迩
へ
了
卸
批
判
芝
仰
ギ
た
し
｛
』
，
『
奎
鎚
亨
亀
》

｜
元
来
払
画
一
一
つ
以
上
⑦
説
か
あ
う
で
夫
例
手
か
可
い
と
圭
一
１
画
旧
読
に
灰
勺
二
と
ｒ
」
て
い
、
ま
す
か
肩
朝

の
考
管
章
の
一
Ｋ
丁
可
「
こ
っ
て
口
乃
旧
刀
」
〔
可
徒
性
）
か
局
「
と
つ
、
〕
二
つ
ら
し
い
一
（
壹
〆
性
）
へ
そ

こ
カ
ム
「
一
一
-
な
」
〔
凡
例
牡
）
へ
「
こ
っ
た
」
（
一
二
拡
膣
）
と
一
勺
フ
ー
ｌ
Ｌ
』
一
Ｊ
↓
｛
「
し
い
誠
か
亮

０
１
１
■
■
■
■
９
．
■
ｑ
０
Ｔ
ｌ
■
Ⅱ
７
０
口
■
１
８
１
日
■
０
０
■
９
０
０
０
９
０
９
■
日
Ｃ
Ｏ
４
Ｐ
Ｌ
”
Ｐ
：
。
、
ｑ
０
ｌ
△
１
７
二
●
ｊ
ｑ
１
１
-
ｌ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
■
■
■
ｌ
Ⅱ
■
■
■
■
Ⅱ
Ｉ
リ
ム
”
■
０
．
．
甲
■
▽
６
-
１
０
■
！
□
！

ｂ
由
４
Ｇ
Ｆ
４

行
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
-
芙
二
了

一
、
「
朧
一
四
の
李
曽
」
仇
二
と
・
罰
宮
薑
⑦
巻
頭
、
本
紀
⑦
景
初
に
高
祖
李
淵
に
つ
い
丁
「
姓
何
李
氏
・
瀧
西
成

組
の
人
也
」
と
明
記
し
て
あ
り
・
沢
の
晴
代
一
い
も
認
榊
ら
汎
了
い
庇
ｈ
け
・
近
来
、
唇
の
室
室
は
罵
民
巖
で
は
な

く
外
夷
の
子
孫
と
い
、
っ
説
が
●
出
て
萄
力
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
蟹
塞
な
キ
Ｘ
手
口
な
い
と
閑
い
手
す
。
今
芋
鍔

が
こ
こ
一
卜
い
薯
と
假
定
Ｌ
Ｔ
，
「
言
口
瀧
西
云
々
と
称
し
一
Ｉ
い
る
が
、
菫
一
至
何
自
称
Ｌ
て
い
る
だ
け
一
ぐ
、
間
這
う

Ｔいる一元」といつ一にらどん六。積壼寸→（そしようか．尤も一告の皇室び宅子（孝一国）の子孫などとい

うのはお祝い室票であ司可当僑でご〕戸喪的一幸奏と、更うていなかつ辰ＴＬよう。

一
■

二、「宮嘘歌」について当一蒔喜の宮中に士分の雲董奪うて宮互とするよりな巨世Ⅱ灯り・詞唯川淵

友
で
死
刑
に
な
う
た
家
族
の
載
性
口
宮
中
に
没
收
Ｌ
元
雑
役
に
当
て
る
別
口
あ
「

一
写
や
賎
民
の
妻
が
椿
誇
示
に
奪
わ
桐
ろ
こ
と
ロ
あ
っ
て
も
．
宮
中
で
ロ
一
定
の
凡

（ママ）

分
の
簔
差
奪
成
工
勺
な
こ
と
口
芯
か
つ
・
た
。

三
蔭
補
の
こ
と
（
拙
害
李
震
一
二
頁
）
川
士
一
の
一
一
菫
訴
が
不
足
し
て
ま
し
た
が
、

剖
呂
ノ
〆
Ｕ
喜
司
弓
弓
■
ヲ
イ
『
-
か
ｄ
卓
９
-
-
。
-
ｑ
ｌ
ｌ
-
４
-
-
。

三
．
蔭
補
の
こ
と
（
拙
害
李
震
一
二
頁
）
小
生
の
三
葉
が
不
足
し
て
ま
し
た
が
、
蔭
補
（
ヌ
ロ
門
蔭
）
ロ
日
本
の

蜑
書
一
卜
あ
る
よ
う
な
字
義
鯛
可
も
の
で
は
な
く
・
特
別
可
例
外
的
福
置
で
あ
っ
て
・
列
伝
に
℃
特
記
宝
、
桐
ろ
こ
と

が
多
く
．
低
い
宮
に
つ
く
こ
と
を
蔭
補
と
、
五
ｎ
万
Ｖ
．
科
挙
脈
逼
過
及
弄
し
た
も
の
び
就
職
す
る
官
識
が
無
試

。
●
一
銀

り
ま
し
た
．
そ
こ
了
．

’
０
０
１
１
１
９
０
８
■
ｉ
７
０
１
１
０
０
Ｉ
０
８
０
０
ｌ
Ｊ
０
１
９
０
Ｉ
ｆ
０

１
人
偶
’
１
０
，
△
ｑ
ｂ
ｒ
０
１
４
ａ
ｌ
０
・
▲
。
-
９
０
マ
０
７
９
▲
■

’
４
１
１
１
１
４
７
口
ｂ
ｇ
７
ｈ
り
Ｕ
Ｂ
Ｕ
１
“
Ⅱ
０
日
６
．
６
■
●
凸
ｑ
甲
Ｐ
■
Ｕ
０
Ｕ
ｐ
-
ｑ
’
１
．
０
勺
-
０
Ｆ
-
６
１
，
-
卜

剛
口
あ
「
た
が
、
地
位
の
は
い
蔭
級
の
碑

●
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